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令和４年度ヤングケアラーの支援のための教育・福祉合同 

研修を開催します。 

 
 

 学校等の教育機関と市町村の福祉部門が連携してヤングケアラーを支援すること

を目的として、教育・福祉合同研修を下記のとおり開催します。 

記 

１ 主  催 

  埼玉県・埼玉県教育委員会 

 

２ 日  時 

（１）南東部地区職員対象 

   令和４年 ８月 ５日（金曜日）13時 20分～16時 30分 

（２）東部地区職員対象 

   令和４年 ８月 ９日（火曜日）13時 20分～16時 30分 

（３）西部地区職員対象 

   令和４年 ８月１８日（木曜日）13時 30分～16時 40分 

（４）北部地区職員対象 

   令和４年１０月２７日（木曜日）13時 30分～16時 40分 

（５）南西部地区職員対象 

   令和４年１１月１５日（火曜日）13時 20分～16時 30分 

 

 

福祉部 地域包括ケア課 
地域包括ケア担当 篠原 

直通 048-830-3266 
内線 3261 

E-mail: a3250-03@pref.saitama.lg.jp 
 

教育局市町村支援部人権教育課 
企画・支援担当 山田 

直通 048-830-6786   
内線 6786  

E-mail: a6890@pref.saitama.lg.jp 
 

 令和４年８月４日 
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３ 開催方法    

 （１）～（３）WEB開催 

 （４）熊谷文化創造館さくらめいと 月のホール 

 （５）ウエスタ川越 多目的ホールＢ，Ｃ，Ｄ 

 ※（４）（５）についても、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって WEB

開催となることがあります。 

 

４ 研修参加者 

  公立高等学校教職員、市町村立小・中・義務教育学校の教職員、 

  市町村教育委員会担当職員、市町村児童福祉担当職員 

 

５ 研修内容    

（１）講義「教育と福祉が連携したヤングケアラー支援の在り方」 

（２）事例検討「ヤングケアラー支援における教育と福祉の連携」 

  ① 事例の児童生徒について教育、福祉それぞれの立場から実態把握をする。 

  ② 教育機関から捉えた児童生徒像と、福祉機関から捉えた児童生徒像を発表し

合う。 

  ③ 事例の児童生徒に対してできる支援をそれぞれの立場から考え、連携の在り

方について協議する。 

   

６ 問合せ先    

（１）研修全般について 

   埼玉県福祉部地域包括ケア課地域包括ケア担当 

   電 話 番 号 048-830-3266  

   電子メール a3250-03@pref.saitama.lg.jp 

（２）研修内容について 

   埼玉県教育局市町村支援部人権教育課企画・支援担当 

   電 話 番 号 048-830-6786  
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   電子メール a6890@pref.saitama.lg.jp 


